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福岡2区（中央区・城南区・南区）
前衆議院議員

「
近
く
は
現
実
、

遠
く
は
抑
制
、
人
道
は
積
極
」

日時：毎週金曜日 13時～16時 （たまに、土曜日も）
場所：いなとみ修二後援会事務所

主にチラシ折り、封入作業など軽作業が中心です。ご都合に合わせて
短時間でももちろん大丈夫です。お気軽にお立寄りください。

 チラシ配布ボランティアのお願い
チラシをご近所に１００枚～配布して頂ける方を募集しております。
ご協力頂ける場合は、事務所までご連絡をよろしくお願いいたします。

 事務所ボランティア大募集！

 ご意見・ご要望をお寄せ下さい
shuji＠inatomi.jp

いなとみ修二 プロフィール
現在、浪人中（衆議院議員4期）
東京大学法学部卒業／丸紅株式会社／松下政経塾１７期生
コロンビア大学院（米国）修了
【趣味】ランニング（2026福岡マラソン、今年は走りたい!）
【好物】うどん（やわ）・ラーメン（かた）

いなとみ修二 後援会事務所

福岡市南区野間4-1-35-107
電話：092-557-8501 ／ FAX：092-557-8515
メール：info@inatomi.jp

討議資料

いなとみ修二ラインアカウント
日々の活動をお知らせしております。

いなとみ修二は2026衆議院議員選
挙にて落選。現在、浪人中。
初心にかえり活動を再開しました。

初
心
に
か
え
っ
て
（
松
下
政
経
塾
に
て
）
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４
月
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日
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な
と
み
修
二

ご
意
見
・
ご
相
談
は
何
時
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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「
近
く
は
現
実
、
遠
く
は
抑
制
、
人
道
は
積
極
」

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
い
な
と
み
修
二
で
す
。
ど
ん
た
く
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
世
界
で
は
緊
張
が
高
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
に
も
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
も
、
決
し
て
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
対
立
は
緊
張
が
続
き
、
出
口
が
見
え
ま
せ
ん
。
今

こ
そ
、
平
和
国
家
・
日
本
の
外
交
安
全
保
障
の
基
本
理
念
と
し
て
「
近
く
は

現
実
、
遠
く
は
抑
制
、
人
道
は
積
極
」
を
改
め
て
確
認
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
（
旧
民
進
党
時
代
か
ら
の
理
念
、
私
も
賛
同
）
。

「
近
く
は
現
実
」→

中
国
の
軍
事
的
台
頭
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
、

台
湾
海
峡
の
緊
張
な
ど
、
日
本
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
に
は
、
理
想
論
で
は

な
く
現
実
的
な
備
え
が
必
要
で
す
。

「
遠
く
は
抑
制
」→

中
東
や
欧
州
な
ど
遠
方
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
軍
事
的

関
与
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
す
。

「
人
道
は
積
極
」→

医
療
支
援
、
災
害
支
援
な
ど
、
人
命
を
守
る
分
野
で
は
、

日
本
は
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

中
東
問
題
に
接
す
る
時
、
私
は
米
国
留
学
中
の
強
烈
な
場
面
を
思
い
出
し

ま
す
。
当
時
、
下
野
し
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
エ
フ
氏
（
現
首
相
）

が
大
学
で
講
演
し
た
時
の
こ
と
。
質
疑
応
答
に
入
る
と
ア
ラ
ブ
系
学
生
が
敵

意
む
き
出
し
に
ネ
タ
ニ
エ
フ
氏
に
反
論
、
氏
も
激
し
く
応
酬
し
ま
し
た
。
暴

力
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
両
者
の
深
い
対
立
と
敵
意
に
、
私
は
大
き

な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
世
界
に
は
、
簡
単
に
は
埋
ま
ら
な
い
、
我
々
日
本

人
に
は
理
解
が
す
ぐ
に
及
ば
な
い
対
立
が
存
在
し
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
日
本
は
、
軍
事
一
辺
倒
で
も
、
理
想
論
一
辺
倒
で
も
な
い
、

現
実
と
抑
制
、
そ
し
て
人
道
を
重
ん
じ
る
バ
ラ
ン
ス
あ
る
外
交
を
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

日
本
の
平
和
と
国
民
生
活
を
守
り
抜
く
た
め
、
冷
静
で
責
任
あ
る
判
断
を

積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。


